
令和７年度 事業計画（概要） 
 

一般社団法人函館林業土木協会では、一般社団法人日本林業土木連合協

会の「重点活動事項」に基づき、地域の安全と持続可能な森林づくりに

貢献するため、次のような活動を重点的に進めてまいります。 

１．災害に強い森林づくりと林道整備の推進 

気候変動や大規模災害の頻発、さらにはスギ花粉症対策などに対応する

ため、災害に強い森林整備や林道の維持・整備を進め、「緑の国土強靭

化」に取り組みます。 

２．安全・安心な社会への貢献 

治山や林道事業を通じて、地域の防災・減災に貢献し、国民の安全・安

心を支える役割を果たします。 

３．人材育成と技術力の向上 

林業土木技術者の育成を目的に、各種研修や現地検討会を実施し、技術

の継承と品質向上に努めます。 

４．労働災害ゼロの実現 

16 年以上重大災害ゼロの実績を継続すべく、安全パトロールや関係機関

との連携による安全対策を徹底し、労働災害の未然防止に取り組みま

す。 

５．コンプライアンスと信頼の確保 

過去の不祥事を教訓とし、粘り強くコンプライアンス意識の向上を図る

とともに、社会貢献活動にも積極的に取り組みます。 

６．持続可能な林業経営への貢献 

スギ材の利用促進に向けた林道整備や、適正な利潤の確保、働き方改革

の推進など、健全な経営基盤の強化にも力を入れます。 

◇重点活動項目（一般社団法人日本林業土木連合協会） 

(1) 林野公共工事の実施より国民の安全・安心の確保等に貢献 

(2) 林野公共事業予算の拡充・確保 

(3) 相次ぐ大規模災害被災地の早期復旧・復興に貢献 



(4) デジタル技術を活用した生産性の向上と業務の効率化の促進 

(5) 利用期を迎えたスギ材等の利用促進に向けた林道整備に貢献 

(6) 「適正な利潤の確保」への取り組みと「働き方改革」等の推進 

(7) 労働災害の未然防止、特に重大災害発生ゼロへの取り組み 

(8) コンプライアンス活動への積極的かつ強力な取り組み 

(9)  調査研究及び資料の収集 

(10) 会員相互の連携と交流 

(11) 青年経営者等の連合組織「林土連青年交流会（仮称）」発足の検討 

主な活動計画 

技術・安全管理の支援 

・施工管理技術研修会や現地検討会の実施 

・安全パトロールや災害防止のための協議会開催 

・木製構造物の経年調査（駒ヶ岳地域） 

社会貢献活動 

・国有林内でのボランティア活動 

・災害発生時の施設点検支援 

・緑化事業（植樹活動等）への参加 

優良従事者の表彰 

・優れた技術者や長年の功績者の表彰 

会議・連携活動 

・総会、理事会、技術・安全委員会などの開催 

・発注機関との意見交換や情報共有の場の設定 

 


